
記載例 

地域の現状、里山整備利用推進協議会での

検討状況を踏まえて記載する。 

（様式第 36 号） 

 

 

 

 

 

里山整備利用地域活動計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 〇年 〇月 ○○村 

 



対象地域の属地森林簿の 

面積を記載（小数点切上げ） 

自然環境の状況のほか、地域

の歴史や特色、抱えている課

題があれば、併せて記載す

る。 

森林の状況のほか、特色や課

題を併せて記載する。 

１ 地域の概要 

 

区  分 現     況 

（１）地域名及び位置 ○○村 ○○地区 

（２）中心となる集落名 ○○区 

（３）面積   〇〇ｈａ 

（４）自然環境の状況 ○○地区は、○○村の東部に位置し、一級河川○○川が流れ、

集落、田畑、果樹園、森林で形成されている。 

○○村の平均気温は〇℃であり、冷涼な高原の気候を有し、晴

天率が高く、日照時間は年間 2,000 時間を超え、降水量は年間

900mm 前後となっている。 

また、○○地区には、桜の名所で有名な○○寺があり、春になる

と多くの観光客が訪れる。 

（５）森林の現況 
〇〇地区の森林は温帯林に属し、集落東側に聳える○○山の

麓、標高 600m から 800m に位置している。 

樹種は○○を中心に、□□や△△となっており、50 年生以上の

森林が 70%を占めている。集落の周辺や財産区の森林は整備され

てきたが、農地周辺の森林は所有形態が零細であり、放置されて

おり、一部に野生鳥獣被害が見られる。 

 

 

２ 地域の整備及び利用の方針等 

 

区   分 内    容 

整備及び利用の方針等 

（１） 森林整備 

 ・集落周辺は継続的に森林整備を行う。 

 ・農地周辺や道路沿線の荒廃した森林は造林事業の導入を 

検討していく 

 ・集落や農地周辺の鳥獣被害防止柵の維持・管理を行う。 

 

（２） 利用方針 

 ・広葉樹の伐採木はきのこ原木・薪として活用する。 

  また、道の駅での販売を検討する。 

 ・集落周辺や道路沿線の森林整備の跡地は花木等の植栽を 

  検討し、景観の向上を図る 

 

  



 

３ 活動推進主体（里山整備利用推進協議会が設定されている場合は、当該協議会） 

 

区  分 現     況 

（１）名称 〇〇里山整備利用推進協議会 

（２）構成員の区分及び人数 
地域住民 〇人 

構成団体 〇〇財産区、〇〇事業体 

（３）活動計画 

〇里山整備利用計画の作成 

〇安全技術研修会の開催 

〇荒廃した里山の森林整備 

 ・集落周辺：協議会メンバーによる整備を実施 

 ・農地及び幹線道路周辺：〇〇事業体に依頼 

〇伐採木を活用したキノコ原木、薪の生産 

〇シイタケの原木栽培 

〇伐採跡地への花木植栽 

 ・花木植栽計画の作成：植栽箇所及び花木の選定 

 ・花木植栽の実施（次年度以降実施） 

〇展望ポイントへの遊歩道整備 

（４）過去の活動内容 
〇区有林の下草刈り、枝打ち、除伐作業 

〇鳥獣被害防止柵の設置、維持・管理 

 

 


